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本稿では、美しさやリアリティを追求する目的ではな

く、多種多様な情報の理解を支援する目的でのビジュア

リゼーション（可視化）技術について論じる。前半では会

議の動向について紹介し、後半では最近 2 年間のトピッ

クの中で著者が注目するものを紹介する。

1. 会議の動向

1.1 VisWeek

ビジュアルコンピューティングに関係ある国際会議の

中で、SIGGRAPH を除いて最大規模の会議の一つに、

IEEE Visualization 1)という会議がある。この会議に今

年、大きな変化が見られた。それは、同会場で同時開催

される以下の 3 つの会議を統合して、VisWeek1)と呼

ぶようになった、という点である。

1. IEEE Visualization. 主として科学技術系のデー

タに対する可視化技術の会議。以下 Vis と略する。

2. IEEE Information Visualization. 科学技術

系のデータに限定せず、多種多様な情報を可視化す

ることを目的とした、いわゆる情報可視化技術の会

議。以下 InfoVis と略する。

3. IEEE Visual Analytics Science and Tech-

nology. 可視化技術に加えて、数理、統計、管理、

認識などの各種理論を組み合わせて、解析的にかつ

視覚的に情報を理解することを目的とした技術の会

議。以下 VAST と略する。

なぜ今年、この 3つの会議を統合したVisWeekという

名前がついたのか。また、それによって今年の会議はどう

変化するのか。本稿執筆現在（2008年 7月）著者には詳

しいことはわからない。ただ著者は個人的に、VisWeek

という名前に以下のようなことを感じている。

Vis にて発表される科学技術系データの可視化技術に

は、CG（コンピュータ・グラフィックス）の権威的な会議

“2-5 Visualization” by and Takayuki ITOH, (Member)

(Graduate School of Humanities and Sciences, Ochanomizu

University).

1)IEEE Visualization の参加者数は現在も単調増加が続いてお
り、2007 年には 800 人弱が集まった。

である SIGGRAPH での発表2)3)4)から派生した技術が

多い。それに対して InfoVis にて発表される情報可視化

系の技術には、HCI（ヒューマン・コンピュータ・インタ

ラクション）の権威的な会議での発表5)6)から派生した技

術が多い。これらの背景の違いもあって、Visと InfoVis

は長い間、ほぼ独立に発展してきたといえる。

しかし最近では、Vis と InfoVis の両方に注目する研

究者が増え、両技術は統合の傾向にあることが、前回の

年報でも伝えられている7)。今年になってこれらの会議に

VisWeekという統合的な名前がついたのは、上述のよう

な技術的統合の傾向を表現することに加えて、CG でも

ない HCI でもない一大コミュニティを形成するための

「かけ声」としての意味もあるのではなかろうか。著者は

VisWeek という単語に、そのような気勢を感じている。

1.2 日本での動き

科学技術系データの可視化、情報可視化、Visual Ana-

lytics（以下 VAと略する）、グラフ描画などを包括的に

扱う可視化の会議として、今年新しく生まれたアジア太

平洋域の国際シンポジウム IEEE Pacific Visualization

Symposium が、今年 3月に京都で開催された8)。この運

営を通して、CGや HCIなど多くのコミュニティに分散

していた可視化関係の日本の研究者の多くが、ようやく

一同に集まった、といって過言ではないであろう。また

今年新しく生まれた、大規模情報の可視化を目的とした

国際ワークショップ International Workshop on Super

Visualization9)も、ほぼ日本の可視化関係の研究者によっ

て起案および運営された。

日本においても、可視化の研究者集団は今後さらに、

強力なコミュニティを形成し、欧米の一線級の研究成果

に負けないような議論の場を充実させることが望ましい、

と著者は考えている。上述の 2つの会議は、その十分な

動機となったであろうと考えられる。
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2. 最近のトピック

2.1 Visual Analytics

前回の年報7)でも報告されているとおり、VAはここ数

年間の可視化関係の最も重要なトピックの一つである。前

述の会議 VAST が 2006 年から開催され、2 年間で VA

に関する多くの秀逸な研究成果が発表されている。VAST

での発表内容を概観すると、CG技術や HCI技術の枠に

とらわれず、コンピュータ科学の非常に幅広い技術や知

見を活用し、社会的な緊急性の高い多くの問題に取り組

んでいる、という傾向が見える。以下、著者が興味深く

感じている傾向を、いくつか述べる。

社会的緊急性の高い問題への取り組み。InfoVis でも 10

年以上にわたり、情報可視化の多種多様な適用事例が報告

されてきた。その多くは例えば、ウェブ空間、サイバーコ

ミュニティ、文書 DB、生命情報学など、コンピュータ科

学での流行研究分野に関係するものであった。VAではそ

れに加えて、金融問題や情報セキュリティなど、社会的緊

急性の高い問題への取り組みが目立っている。なお情報セ

キュリティのための VAおよび情報可視化は、VAST だ

けでなく IEEE Computer Graphics and Applications

でも特集されており、著者らの成果10)も掲載されている。

パターン認識技術との連動。主として大量のメディア情

報を探索するための可視化システムを構築するために、

画像認識、音声認識、自然言語処理などの技術をうまく

組み合わせた事例が顕著に見られる11)。またパターン認

識技術の他に、確率統計や情報理論などの数理モデルや

アルゴリズムの活用に関しても、活発に議論されている。

タスク志向の対話的技術。VASTで発表されるユーザイ

ンタフェース技術やコラボレーション技術には、初心者

が簡単に利用できる技術というカラーは弱い。むしろ熟

達者の専門業務における情報分析を意識して、まずそれ

を遂行するためのタスクやフローを定義し、その実現の

ための技術を構築する、といった傾向がみられる12)。

2.2 InfoVis for the Masses

ここ 1,2年のトピックで著者が最も新鮮に感じたのが、

この「大衆のための情報可視化」というトピックである。

いままで情報可視化の分野で発表されたシステムは、例

えば情報セキュリティ管理者や生命情報学研究者などの

専門家が業務の一環で用いるか、逆に個人所有の大規模

情報（例えば大量の写真13)）を個人にとって扱いやすく

するか、のいずれかを目的とすることが多かった。それ

に対して InfoVis for the Masses は、主として社会統計

情報などの専門知識を大衆に掲示することを意識するも

のであり、喩えるなら新聞や週刊誌のチャートのような

可視化を目指すものである。このコンセプトは、情報可

視化技術を今後ますます普及させるために、非常に重要

であると考えられる。また、このようなコンセプトの情

報可視化技術が今まで主流でなかったことは、ある意味

で盲点であった、と著者は考えている。

2007年の InfoVisでは、InfoVis for the Masses に関

する招待講演とセッション14)が企画された。セッション

では、投稿型の情報可視化ウェブサイトMany Eyes、各

種分析ソフトウェアに自動生成型プレゼンテーションを

提供する Show Me、日常生活上の情報を一般人に提示す

るための新しいコンセプト Casual InfoVis などが発表

され、今後の当該分野の発展を期待させるものとなった。

2.3 After VRC Report

Volume Rendering2)や Marching Cubes3)などの普及

により、科学技術系データの可視化技術は既に完成されて

いる、と解釈されることがある。しかし実際には、シミュ

レーション技術や計測・撮影技術の進歩により、可視化

技術が対象とするデータの大規模化と多様化は顕著であ

り、それにあわせて可視化技術の課題もむしろ増大の傾向

にある。前回の年報7)で紹介された VRC (Visualization

Research Challange) レポートは、この課題を解決する

ための方向性を提言している。そして当該分野ではここ

1,2 年、この VRC レポートの内容に沿った方向の研究

が活発に進められているように見える。Vis では大規模

データの可視化に関する発表が依然として活発である他、

2007 年の Vis では聴覚や触覚を利用したマルチモーダ

ル技術の発表が 1 セッションを構成した点も興味深い。

また、VRC レポートでは「データやタスクの蓄積と公

開」を提言しているが、実際に組織横断による公開型可

視化プロジェクトも現れている。一例として、Institute

for Ultra-scale Visualization15)があげられる。

日本においても、大規模かつ複雑な科学技術系データ

の可視化に関する研究は活発である。小山田らは粒子ベー

スボリュームレンダリングにおいて、億単位の要素数を

有する超大規模ボリュームに対する画期的に高速な可視

化手法を開発している16)。一方で、藤代が提唱する「見

せない可視化」17)というコンセプトは、複雑な数値特徴

を持つデータの中から、ユーザに見せるべき本質的な部

分だけを提示し、それ以外の不必要な部分は見せないこ

とにより、可視化プロセスの効率化を目指すものであり、

今後の当該分野の方向性の一つを示唆する重要なコンセ

プトと考えられる。
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